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水mにおける中型トラクターの共同利用について（第1報）

阿部健一郎・高橋正男・佐々木昭太郎

（秋m県農試）

1　ま　えが　さ

秋田県に瞥ける】トラクターの普及合歓は昭和88年末現在

182台l公有51台を除く）に達している．内う8％が36年以降

に導入盲れたもので最近の増加は著しい．これは恭生頃

和一亜PSトラクターが果樹の共防体制の確立と共にS

S帝引用として導入された事も大きいがl全体の19別，

86年頃から餅転機利用歴10生以上k及ぶ農家が中心に・

を少．餅転機に代替えするものとして10一皿PB級が，又

構造改善の進度と共に孤ア8以上が水田作業に利用され

た手によるといえる（51％）．

第1表　水田利用トラクター所有形窟別席刀別合歓
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これら水田利用の内1市町村で中型がa台と農高の普

及密度をみせている大曲市を中心に，8ケ生計画で水田

利用中型トラクターの合理的な利用方式の策定を行うた

め研究に着手した．不年は利用グループの実態について

調査し問題点を整理した・

2　中型トラクター共同利用の実態

1．グループの組級

トラクター導入グループの結合性いずれも集落内の有

志加入の傾向が強いが．大きく見れば属地的な結合を見

せている．しかも1台1組合とトヲクダーの稼動量に合

せ結合されているので，その面横及び加入戸数規模は第

1回に見られるように養家戸数は10－15戸に集中するが，

5－汐戸の分散を示すし，組合の水田面積吐15－空地
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農1同　組合の規模分散

に庇節集中するが全体では9－拓haの分散を示す・し

かしこれらのグループを構成している組合員個々の経営

規模吐第2図に見られるように，明らかに大規模届に偏

重している．しかも戸政分散より面積分散が大雪いこと
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から，1組合の風位戸歓が小さい程，有志結合の性格が

強く，従って1戸当わ規模が大きい傾向を示す・これが

組合長∵オペレーターの階層となるとさらにこの傾向が

強い，即ちこの事吐トラクター竜導入した主体は大規模

層で．この内比較的農繁期労力の調堰がとれ易い1・5－

2．5地層忙オペレーターが属しているといえる・この他

組合結成と同時に耕転機を排除したか香かに上って0～

5台まで所有の差があれ　これがトラクターと競合し・

台数の多い組合巻貝内利用率が低い結果をきたしている・

且．グループの運営

トヲクダーの水田利用は春先の嶺期間に集中する・し

かも実作業時間奉仕第2表に示した倭に鉱一和男の高率

時　間　配　分　摘I

実　 作　 業 移　　　 動 麟　　　 理 整　　　 備 そ　 の　 他

利 用 日誌 に 上る全 組合平 均 8 4 ．2 6 ．2
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を示す・このこと吐利用の計画性の重要さを示す訳であ

るが・大型化に上る作美貴の増加，作業分也の変化等と

関連し■トラクター導入と共に堆肥散布は7組合が，田

植吐導入前の8組合忙加え計14組合が共同化している．

しかし耕起吐土壌の乾燥程度，代掻吐水がかわの偵序に

強く左右されるのでまだ作美する直前に配車を決定する

場合が多い・中忙吐田植計画に合せた亜地一堆肥散布・

育苗様式・品種の早晩等の組合せの中で耕重代技の配車

計画を円滑に決定している組合もある．又との配車計画

と共に限られた期間で一定の作業量を削ヒする冬めに掟

オペレーターに対する比重吐それだけ高くなる．従って

a組合平均では2・4人をかかえ交代制をとっている．そ

して各組合に上って1－5人までの毒があわ．オペレー

ターの人奴が1～2人の組合では組織面の不備と合せ作

業量吐少をい・又賃金形態は能率給恥努．能率給＋時間

給・日給の形意まで入れると伽廃に遷し，作業稚まの低

下等の閤嬉点吐あるが作業量を増加させる方向をとって

いる．

乱　トラクター利用の実態

11）作業期間

1●　2の組合で吐運搬・防除機の牽引に利用している

が，ほとんどの組合で吐耕超・砕土・代掻忙限定され，

その利用期間吐6月初旬から6月上旬に集中する．さら

に導入初期の段階のため従来の耕転機体系がその1麦ま．

即ち「桝超一砕士一代康一田植」の体系を取って封少．

砕土をトラクター作業の中にとり入れている組合が多い．

この慣行作業体系に対する保守的な傾向吐春期に作業が

集中するにもかかわらずまだ秋鋏を行う段階だ至ってい

なレヽ．

ほ）作業量

各組合とも作業期間及びトラクター馬力【18王唱】いが

同様であるにもかかわらず，作業量は第8図に見られる

エうに．耕超が9－打払，代凍て吐6・－29haと著し

い差異を示す・そして耕虐面横と代践面横吐橋めて高い

相関を示す・作業期間が短かいため組合長と被賃耕者の

間に虎合をきたす・このため水日面横が少なく，賃耕業

者的性格を持つ2組合を除いて，作業竜の多少にかかわ

らず賃耕利絹は極めて少をレ．

全作業量吐作業日故×日平均作業時間×1時間当作業
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第・3囲　作業屋と構成要田との相関

竜で巣傾汚れる・この閥係を虜3図で見ると．耕起血明

の多少吐1トラクター能率と平均1日作実時間との相l崩が

筒レh　また代掻面械吐作業日政との相関が庵い．しかし

これら上身むしろ耕超・代横面偵虻合計水田廊境の大き

さと相関が強レL　即ち賃鋏が少ないので．作薫iの多少

吐組合の水田面積に規制される．規僕の大きい組合では

その負担面戒を消化するため，痍起作業では1日の作業

時潤の延長を図少，又夜間作美が困鰻を代橿作業では，

田植の共同化の外陣雨月等化も作業な行左い作業日故の

佐長などによって作業量の増加を図っている・

3　トラクター利用の建済性

次に以上の如く短期間にほとんど水田の整地作業のみ

に利用蜜されている中型トラクターの経済性が問題忙をる．

これらグループ吐導入に際して国県市の補助【把．6－7．5

万円）と近代化資金等の融資を受けてレ、る．したがって

組合ではこれらを加味して収支を行っているが．■組合間

に補助金・融資金の違いがあるのでここではトラクター

の耐用生歓を8年として武井した・即ちグループの平均

で吐年間償却費吐10・4万円で糾節を占め，燃料費17節．

貸金14第となっている・作業原価吐108当鋸餅程602円．

代践488円となる・一万利用料は餅転機の賃耕欄金l耕

程1・00円ボ環500円上を基準にしている机組合中約半

分はこれより安い料金を徴収している．これによって得

られる剰余金顎と組合別朝寝作業量との朋係を第4図で
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第4回　作業量と剰余金

みるとその採算線吐娼一却ba　を示す．ただしこれは

桝転機の賃耕科金よめ安く徴収した組合を含めてのこと

であれ　これらの組合も賃桝科金並にした場合はその採

算線の桝超面横吐約畑地程度とをる．

4　　む　ナ　び

以上述べたように．水田利用中型トラクターの集団利

用はオペレーターの確保，内在する耕転機との関係等舌

かかえ左がらも稲作の近代化に大きを役淵を果しつつあ

る．さらにトラクターを基幹とした集団生産技術の開発

を図ることが大切である．


